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1. 本研修のねらい 

目的：使いやすいウェブサービスの設計に不可欠な基礎知識や手法を紹介し、

参加者の環境に応じたサービス設計手法を考える機会を提供する 

範囲：できるだけ多くの図書館職員に関わりのある内容とするため、図書館の

ウェブサイトを主要な題材とする 

 

2. (1)  ユーザビリティ 工学の基礎知識 

• (1)  ユーザビリティ ： ある文脈において，ある製品がユーザの目標を

達成するために用いられる際の効果、効率、満足度の度合い 

• (2) ユーザインタフェース（UI）：ユーザとコンピュータの間で情報をやり

とりするための接続部分 

• (3) インタラクション ： ユーザとコンピュータ間で生じる情報や要求の

やりとり 

• (4) ユーザエクスペリエンス(UX)： 製品との (3) インタラクション の過

程でユーザが起こした認知・反応・情動 

• (5) ユーザ中心設計（人間中心設計）：ユーザの認知・行動・嗜好のパター

ンを観察した結果に基づいて、ユーザに適した道具を設計すること 

 

3. ウェブサイト設計をめぐるキーワード 

• (6) 情報アーキテクチャ ：主にウェブサイトの領域において、組織、ラベ

ル付け、検索やナビゲーションの組み合わせによって利用しやすいよう構

成された情報環境。またはそのような情報環境を設計すること 

• (7) ウェブ・アクセシビリティ ： ウェブサイトやウェブサービスが提供

する情報にアクセスできる度合い。主に知覚障害を伴うユーザへの対応の

文脈で使用される 

• (8)  WCAG2.0 ： (7) ウェブ・アクセシビリティ を向上させる具体的な

方法を定めた規格として W3C が策定。この規格にもとづいた規格として

JIS X 8341-3 がある 

 



4. ウェブサービスの評価 

• (9)  User-based Testing (ユーザテスト)：  

� ユーザが実際に使用することで評価すること 

� 製品を制作する過程でフィードバックを得ることが目的 

• (10) Inspection-based Testing ： 

� 専門家が定義したガイドラインに従って評価 

� 完成した製品の(1) ユーザビリティ を客観的に測定することが目的 

 

5. ウェブサービスの設計・評価手法 

• (11) ペーパープロトタイピング ：これから作るウェブサービスを紙芝居

形式で試作し、シミュレーションを行う設計の評価・改善手法 

• (12) ヒューリスティックテスト ：エンジニアや(1) ユーザビリティ の

専門家の研究による既知の経験則に照らして評価すること。別名エクスパ

ートレビュー 

• (13) 認知的ウォークスルー ： UI がユーザの(14) 探索的学習 を支援し

ているか否かを評価する手法 

� (14) 探索的学習 ：マニュアルを読んで製品の使い方を学ぶのではなく、

製品を使いながら徐々に学んでいくこと 
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